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広島県東部の弱変成古生界の層序 ㌦

長 谷・ 晃
o

Stratigraphy　ef　the，　Weakly　Metamorphosed　Paleozoic

　　　　R，◎cks　in・EasterR　Hir◎shima　Prefecture，　JapaR
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　By

Akira　HASE

　　ABsTRAcT：The　weakly　metamorphosed　Paleozoic　rocks　distributed　in　the　eastem　part　of　Hiro－

　　sh量撫a　Pre琵αuごe　are　c王aSS葦fied・as・follOWS・iR・a§cendiRg　crder．

　　　Subgroup　A（more　than　700m．　thick）：Mainly　composed　of　blaごk　slate，　with　a　small　amount　of

　saRds甑e，　si1三ceOUS・r◇ck　a撮gee¢籍r◎¢k。

　　　Subgroup　B（2500－3000m。　thick）：Characterized　by　the　pr¢dominanc¢of　green　rock　of　volcanic．

　aRd　pyr・da§重ic◎罫圭幽a羅b蓋ack・slate・t◇phyllitic　s三a重ε．　Layers・f§anδ§t◇論e　a鍛d　s圭董圭c¢o疑s　mck。¢c耀

　　at　horizbns．
t

　　　S疑bgr◎up　C（！5◎（レ2◎◎O磁．窒hlck＞：Ma圭塾1y　co脚osed◇f　phyllit圭c　s！a亡e，　w圭癒s疑b◎rd三Ra｛e・sch三§t◇se

　　sahdston6　and　green　rock．　Thin　layer＄ofsiliceous　rock　ahd　acid　lava　or　tuff　are　intercalated　and

　　le滋s・s。f　c◇塁91◎merat¢and　limes甑e鍵e圭nclu〈led・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．

　　　Metagabbro，　serpentinite　and　mylonitic　granite．’

　　　From　the◎ccurreRce◎f　Ya語einaεゐir｛露留επ5誌a嶽圭三重§鍛1ie§the§犠bgro懲》C燃aア’raRge糠P重6　the

　　Upp¢r　Pe即ian　and　is　possibly　corr¢1ated　to　th¢main　part　of　the　Maizuru　group　in　Westαn　’
　　］目【◎鶏LS董犠三。　　　　　－

　　　Geotectonically　the　surveyed　qrea　belongs　to　the　so－called　Sanyo　branch　of　the　SangUn　metamor－

　　P熱三cz◎籍e，　a瓶圭撫e§trat三grapky　Cteser三bed　above§eem§to　corre§po薮d亡◎that｛》f　so獄e　parts　of癒e

　　Sangun　metamorphic　complex　in　Chugoku　and　North　Kyushu，’

The　limestones◎f　upPerm◎§t　M圭§§三ss三PP董鍛鍛d　L◎wer　P¢膿sy蒐v翻鍛ag¢s（p誠1y◎f　M至dd玉e

．Permian　age）outcrop　along　the捻ortheastern　border　of　the　survey¢d　area．　They　are　cut　off　from

　　鐵esubgr◇犠p　C　by　a　raark¢d癒∫犠s£－f装ult．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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1．ま え が，き

　　中国および北九州地方に発達する三郡変成岩系の原岩層序に関してはすでに鯵くつかの研

究報告が公表されている。北九州の筑紫山地全般にわたる層序の総括（松本，1956），この

山地の一部を占める福岡県八女郡および朝倉郡地域のもの（井上，1959），同じく福岡県の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
三郡山塊のもの（浦田，1961），山口県の徳山一河山地．域のもの（岡村，1952；小島
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〔KOJiMA〕，1953），鳥取県の若桜地域のもの（岡村，1961；宮川，1961），岡山県下における

層序の概括（光野，1959）などがその例である。これらの地域における層序を比較してみる

と，ところによって精度に差はあるが，各地域聞におおまかな対応性のあることが知られて

いる。また，三郡変成岩系の原岩の地質時代についても上記の諸研究者によって推論が行な

われている。、

　岡山県と広島県東部には三郡変成岩類似の岩類がかなり広く発達し，それと分布の上で密

接な関係をもって含化石石灰岩がところどころにあるので，この変成岩系の層序と地質時代

を考察する上に重要なフィールドが多い，すでに寺岡（1958，59）は，岡山県成羽町の南方で，

上部三畳系の南縁にそって分布する非変成の粘板岩層（“黒萩層”）のなかの石灰岩レンズか

らMIZLer（昆Zα　marbLensis，　Lonsdaleoides　cf．　tOriyαmcziなどの産出を報告して同隠をMilterelZα

帯に相当するものとし，その南に分布す61三郡変成岩系（“准片岩層”）は黒萩層の下位に漸・

移整合的に重なるとみなした。黒萩膚の西の延長にあたる石灰岩から，最近，中沢・山際

（1962）もAnzygdalophγtlum　sp．“ 他1種のさんご化石を報告した♂光野（1959）は岡山県

下の三郡変成岩系を概括して，変成岩系は非変成古生界の下位に漸移整合的に重なるところ

があり（たとえば阿哲石灰岩台地の南域1）），その原岩の時代は下部石炭紀より新しくはなら

ないと結論した。一方広島県側では，神石郡三和町旧小畠村城江の千枚岩系に接して分布す

る石灰岩から佐田公好2）が働scゐωα8隔εr‘πα配α㎎α痂αe化石群を報告している。また，吉村

（1961）は深安郡加茂町旧山野村北部に分布する千枚岩系（‘仙野層群”）のなかの4層準に

わたる石灰岩レンズに，下位から順に，Triticites　sp．（aff．　Z　monmparus），？sεndefusulines

〔Pαrafusulinα？〕　sp・，　Ner）schwαgerina　cf・deon認tei，　IYαbeina　shir（tiwensis と　y・celumbi（znaカS

産出することを報告した。

　以上を通覧すると，中国地方東部の千枚岩系ないし三郡変成岩系とされた地質系統のなか

には下部石炭紀ないしそれ以前にわたるものと二畳紀のものがあることが予期されるが，変

成岩系全体の層序の詳細とそのなかで含化石層がどのような位置を占めているかということ

については必ずしも明確にされていない。

　上記の城江と山野の矢川の間には，千枚岩系の北隈にそって点々と一列に並ぷ石灰岩の小

露出があることが7万5千分の1地質図幅「府中」に示されて硲る3）ので，わたくしはさき

に述べた問題の検討のためにこの地域を選んで調査を行なった。調査区域は府中市，芦品郡

協和村’・新市町・駅家町，神石郡三和町および深安郡加茂町にかかり，走向方向に約15km，

傾斜の方向に約4～8kmの範囲である4）。地質調査にはまだ不十分な点があって精度のだか

い地質図をつくり上げるにはいたっていないが，これまでに得た知見をまとめてこの小篇を

草し，木野崎吉郎先生に御退官の記念として捧げたい。

　この研究の途上では今村外治教授をはじめとして広島大学理学部地質学鉱物学教室の各位

1）小西は岡山県勝山町北西地域で闘様のことを略報しているく小西健二〔1954〕：鬼穴衝上一三郡

　変成岩類と非変成古生層との関係〔要旨〕．地質雑，60巻，706弩，312頁）。

2）佐田公好：広島県神石郡三和町城江石灰岩産上部二畳系紡錘虫化石群について．日本古生物学会

　第76圃鋳会（；96e年9月24日，於臨根大学）学術講演。化石の詑載は近く同氏によって公刊の予定。

3）油木町⑱西規功もこの石灰岩列について報告している（西川功（1951〕：神石郡小畠村付近の石

　灰岩．広島地学会報，2号，4頁）。矢川については今村・楠見’（1951）の報告がある。

4）参照地形図：5万分の1，府中e’ 井原，上下，油木。
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から激励と有益な批判をいただいた。とくに秀敬博士には岩石の顕微鏡的観察について教え

を受けるとともに全般の問題に関しても助言をいただき，沖村雄二・佐田公好両氏には小型

有孔虫および紡錘虫化石の同定について援助をいただいた。広島大学教育学部の吉村典久博

士からは論文に公表された内容について直接うかがうことができ，岡山大学の光野千春博士

と余田和祥氏からは岡山県側，とくに成羽南域の古生界についての最近の研究結果をうかがt

うことができた。小島丈児教授指導のもとでの友成オ氏の広島文理科大学卒業論文1＞およ響

同教授と吉野言生博士らによる関係地域分の広島県地質図原図の参照を許していただいたこ

とは地質調査にたいへん有益であった。てれらの方々に厚く感謝する。

　この研究には文部省から交付された科学研究費の一部と広島県庁から交付された同県地質

図作成のための調査費の一部を使用したことを明記して両方面に謝意を表する。

IL　地　　質　　概　　要

　調査地域は隆起準平原として有名な吉備高原の南縁部を占め，海抜500m内外の丘陵地が

小さく蛇行する河谷によって深く開析されている。地域の北部では平坦な丘陵地形がかなり

広く残されているが，南にいくにしたがって開析が進行し，狭い山頂がほぼ同じ高度をたも

って残されるにサぎなくなる。隆起準平原面上では風化帯が深く露出が悪いが，河谷にそっ

ては新鮮な岩石の連続的な露頭がしばしばみられる。

　ここに弱変成古生界としたものはおもに泥質岩と緑色岩からなり，若干の砂岩と珪質岩を

ともない，まれに礫岩，石灰岩および流紋岩ないしその火山砕屑岩をふくむ。一般走向は西

北西一束南東ないし東西に近く，おおむね北方へ傾斜するが，地域の南西端近く（最下部の

あらわれている所）では一大背斜を形成するらしい。一般的にいえば，南半部は非変成相を

主体とするが北半部の岩石は低度の変成作用を受けて干枚岩質ないし片状になっている（花

歯岩貫入による影響はのぞいてみてのことである）、しかし両者の境は画然としたものでは

なく，南半部にも弱変成岩がみられるし北半部にも非変成の部分が含まれることがあって翫

移関係を示す。したがって一括してかりに頭記のように呼んだが，将来は適当な層群名で呼

ぶことがのぞましい。この古生界が吉備高原西部に広く露出する非変成の石灰相および非石

灰相古生界の南側に位置していること，それ自身緑色岩を多量に含み過半部が低度ではある

が変成作用を受けていることから判断して，これを小島（KOJIMA，1953）の三郡帯山陽支脈

に属するものとみなしてさしつかえあるまい2）。実際に，この古生界の東方延長はそのまま

光野（1959）が三郡変成岩系として取り扱ったものに連続する。

　城江から山野矢州にかけて点々と露出する含化石石灰岩層は南側の弱変成古生界と著しい

構造線をもろて接し，地質構造上それとは別の単元に属するものと考えられる。したがって

この化石によって弱変成古生界の時代を論ずることはできない。

　地域の南西端近くには変斑栃岩を主体とする塩基性岩が古生界の地質構造にたいしcon一
　　　ミ

bordantないしsubconcordantな形をとって貫入しており，蛇紋岩もみられる。この変斑

栃岩にともなって1また地域の北部では単独に圧砕花嵩岩の小岩体もあらわれている。　　　　、

1）友成才（1952）：広島県芦品郡府中町付近の地質及岩石について（手記〉．

2）後に述べるように舞鶴帯の古生界にも少なからぬ近縁関係をもつ。
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　新期の地質系統としては，小岩脈や小岩床をなして古生界を貫く石英斑岩と班岩のほか

に，地域の周縁部に上部三畳紀の成羽層群，自璽紀の関門層群，流紋岩類，粗粒角閃石無雲

母花騰岩および第三系がある。関門層群は石灰岩礫岩と“赤色凝灰岩”で特徴づけられ，山

野の馬乗山では古生界を著しい不整合をもっておおう1）。流紋岩類の基底近くには黒色頁岩

をはさむ凝灰岩と火山礫凝灰岩が発達することが多い．花嵩岩は古生界の地質構造にたいし

discorda就に貫入し，それにかなり幅広い熱変成を与えている。第三系は500～550mの

等高線以上に分布し，漂礫～大礫礫岩を主とするもので中新世の備北層群に対比されよう。

lll．弱　変　成　古　生　界

　本地域に発達する弱変成古生界は岩相層序上三つの部分に分けられ，これを下位から順に

A層群，B層群，lC層群と仮称する。BおよびC層群はそれぞれ緑色岩の優勢な部分に着目

することによってさらにいくつかの層に分けられる2）。

　1．　A　　層　　群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　〔分布〕　分布は狭く府中市の北部，荒谷付近にみられるだけである。県道小畠府中線に

そい高倉から宮分までの間に代表的露出がある。

　〔層厚〕　下限はあらわれていない。ゆるやかな波曲を示すため層厚は正確には測定しえ

ないが，観察される範囲では700m程度である。

　〔岩相〕　岩相はきわめて単調で，泥質岩を主体としてごく少量の砂岩を伴ない，廉れに

珪質岩および細粒緑色岩を含む。泥質岩は黒色で元来の成層面がわかりにくく，一一・・’　meにやや

粘板岩質になっている。泥岩中にシルト岩ないし細粒砂岩のラミナが含まれることがよくあ

るが，ときにそのラミナが歪曲されさらに紡錘形に引きちぎられて勢断粘板岩（shear・slate）

化したものがある。しかし千枚岩質になったものはまったくみられない。砂岩は細粒ないし

シルト質でジ少数の薄片を顕微鏡下で観察したところでは，基質部が広くその申にほぼ等粒

のかなり角ばった石英粒を多数含み長石粒は比較的少ない。緑色岩は上部に薄層としてみら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
れる。　　　　　　　　　　　　、

　白墓紀花醐岩による熱変成を受けているところが多く，その影響の少ないところで化石を

かなりさがしてみたが成功しなかった。

2．　B　　層　　群

　〔分布〕　新市町旧藤尾村の南部と駅屋町旧服部村の北部にひろく分布し，西は新市町旧

常金丸村・協和村・三和町旧高蓋村の一部にかかり，東は加茂町隅広瀬村方面にのびさらに

1）楠見久（1948）：岡山県小田郡笠岡町北方に於ける硯石統に就いて．広島文理科大学卒業論文

　（手記）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

2）かなり連続的な層序がえられるし上部では化石も産出するから模式地の一つになりうるとおもう

　が，松本（1958）も述べているように，地域間の対比がある程度確立されるまで地層名はつけない

　でおくほうが望ましいので，上下の順と単位の大きさに応じ記号で表現した。層群としたものはむ

　しろ亜層群程度に扱ったほうがよいかもしれない。
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岡山県へつづく。

　　〔層厚〕　25◎◎～30◎◎m程度。

　　〔層序と岩相〕　本層群は緑色岩をひんぱんかつ多量に含むことで特徴づけられる。緑色

岩の優勢な部分と泥質岩の優勢な部分とが交互し，ところによってあまり厚くない砂岩と珪

質岩を伴なう。岩相の横の変化がかなり著しい。

　緑色岩は大局的にみると層状をなしてあらわれるが，消長が著しく，かなり厚層のものが

急にその厚さを滅じて尖滅する場合がある。肉眼的には淡緑色ないし暗緑色で，多くは塊状

だがやや片状のものある。一般に細粒で，ときに泥質あるいは珪質がかり，また泥質岩や

珪質岩と薄く互層したりまれには石灰質のラ◆ミナを含んだりするところもみられる。ごく

一部では赤紫色ないし雑色を呈する。顕微鏡下では結晶粒度が比較的細かく，斜長石，角閃

石，不透明鉱物，緑泥石，少量の緑簾石がみとあられ，鉱物の配列にはときに弱い方向性が

みられる。旧藤尾村舞見のものは斑晶として斜長石と単斜輝石をもち，玄武岩質岩片を含

む。野外での産状と顕微鏡下での性質をあわせ考えると，緑色岩の大半は申性ないし塩基性

の熔岩ないし凝灰岩（一部火山礫凝灰岩）起原のものであろう。しかし，なかにやや粗粒の

輝緑岩質岩石もみられるので，滋入岩床起原のものもあるとおもわれる。旧広瀬村高山の緑

色岩はこの種のもので，斜長石と単斜輝石をふkみophitic　textureを示す。これら相互の

厳密な識別は困難なので一括して扱った。

　泥質岩は多くは黒色，一部では淡緑色で，一般に粘板岩化し北部では弱く千枚岩化してい

る。

　砂岩は大部分細粒ないしシルト質である。

　珪質岩は連続性の乏しい薄層としてひんぱんにあらわれ，多くは灰白色，ときに暗灰ない

し淡緑色，ま耽に暗赤色を呈する。塊状のものと片状のものとがあり，石英粒は波動消光を

示すことがある。

　下位から上位に向かって次のような層序がえられる。

　B1：　協和村空木付近にだけ狭く分布する。緑色岩からなり泥質岩と砂岩をわずかには

さむ。厚さ約300m。南側にみられるA層群との接触関係は観察できなかったが，境界部付

近で緑色岩と泥質岩が互層するので漸移整合関係にあるものと考えられる。

　B2：　旧広瀬村百谷一道城間の県道にそって代表的露出がある。おもに泥質岩からなり

砂岩を伴なう。これらは南側に広く分布する白璽紀花醐岩のためにホルンフpaルス化してい’

て本来の層面はほとんどわからない6したがって層厚も明確でないが500m程度のものとみ

られる。　　・

　B3：　B3からB5までの模式的層序は旧藤尾村臼原から父尾，舞見をへて三和町井関

にいたる林道にそってえられ，補助的には旧服部村服部本郷から神子原をへて三和町坂瀬川

にいたる県道にそってえられる。B3はおもに緑色岩からなり，粘板岩化した泥質岩を伴な

い，わずかに砂岩と珪質岩をはさむ。層厚約450～650m。

　日原一父尾問のルーFでは下半部に泥質岩が優勢で上半部に緑色岩が多く両者はほぼ半々

の割合をしめるが，これより西の臼原一川井谷ルー1・および東の1日服部村方面では緑色岩が

全体としてはるかに優勢になり下部にも厚いものがみられる、

　B4：　泥質岩が卓越し，ところによって砂岩，珪質岩および緑色岩の薄層をひんぱんに
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はさむ。泥質岩と珪質岩は本層のほぼ中位以上ではしばしば千枚岩質になっている。厚さ約

1◎◎◎～12◎◎m。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　，　　　　　　　　’

　父尾一白瞥根の標準ルー1・では，下部約350mはほとんど泥質岩だけからなり，中部約

650mは泥質岩（十砂岩）・珪質岩・緑色岩のひんぱんな互層，上部約200mはふたたび厚

い泥質岩からなる。緑色岩と珪質岩は東方にむかって尖滅する傾向があり，神子原のルート

および高山一姫谷のルートではかわって砂岩の挿入が多い。神子原の南には一部に細礫礫岩

がある。

　B5：　緑色岩がきわめて優勢で｝泥質岩を伴ない，砂岩および珪質岩の薄層をはさむ。

厚さ約600～900m。

　標準ルートの舞見付近ではほとんどまったく緑色岩からなりわずかに珪質岩をはさむにす

ぎない。この緑色岩は東と西の両方に向かって厚さを減じ，かわって泥質岩がその量を増し

てくる。すなわち標準ルート以外では，一般に，粘板岩ないし千枚岩質粘板岩と緑色岩の互

層（砂岩と珪質岩を伴なう）で全層が代表され，上部にだけ比較的厚い緑色岩の発達がみら

れる。ただし，さらに東方の旧広瀬村笠木此旧山野村大谷付近ではふたたび緑色岩が多く

なる傾向がある。　　　　　　　、　・

　旧藤尾村門木付近では緑色岩（しばしば赤色ないし雑色を呈する）に伴なって，赤色珪質

岩，赤色粘板岩が発達する。旧高蓋村宗兼には本層の最上部を占あて流紋岩ないし流紋岩質

凝灰岩の薄層がある。これは淡緑色，片状の岩石で，基質は細粒で脱璃作用をうけ，石英お

よび斜長石の斑晶と小岩片を含み∫再結晶作用をうけて絹雲母，緑泥石，緑簾石を生じてい

る。

　府中市の西部，上山付近には緑色岩の著しい発達がみられ，そのなかに薄く粘板岩（十細

粒砂岩）がはさまれる。A層群の南に問に変斑栃岩類を介して弧立的に分布しているが，岩

相上B層群に比較され，その一部が背斜の南翼を構成してあらわれているものと解される。

これをかりにBノとしておく。　　　　　　　　　　　一

3．　C　　層　　群

　〔分布〕　B層群の北にひろく分布し，その範囲は新市町旧藤尾村の北部，三和町旧高蓋

村・小畠村・来見村の一部，加茂町旧山野村の主部にわたり，東は岡山県にのびる。模式的

層序は旧藤尾村尾坂から旧来見村井関にいたる林道（新重林道）にそってえられ，補助的に

は旧高蓋村宗兼から梨堵をへて1臼小畠村久木にいたる道や旧藤尾村萩原から井関にいたる道

にそってえられる。

　〔層厚〕　約1500～2000m。上限は断層および新期岩層の被覆によって不明である。

　〔層序と岩相〕　泥質岩が優勢で，砂岩と緑色岩を従的ではあるが相当量伴なヴことで特

徴づけられる。あまり厚くない珪質岩をはさむことがあり，ごくまれに礫岩と不純石灰岩レ

ンズを含む。ところによって流紋岩ないしその凝灰岩の薄層がみられる。

　泥質岩は大部分が千枚岩質粘板岩ないし千枚岩とよばれるべきもので，黒色を呈し，片理

にそって剥離性にとむ（なかには普通の粘板岩とほとんどかわらないものもある）。数cm程

度の厚さの細粒ないしシルト質砂岩をひんぱんにはさんで薄層互層をなすものがかなり多い

が，これは本層群の特徴の一つといえる。しばしば複雑な小摺曲が発達し，また優白質・珪

、
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質の葉層や細脈がみられるe

　砂岩には，上記のような泥質岩中の薄層としてあらわれるもののほかに，1mないし10数

m程度の厚さをもつものがかなりひんぱんにある。このような砂岩は細粒から粗粒（一部礫

質）にまでわたり，この点でB層群中の砂岩と異なる。肉眼的には暗灰色ないし帯緑灰色で

片状を呈し，ときに小摺曲がみられる。顕微鏡下では小岩片と基質部にとみ，石英粒は比較

的少なく，それに次いで長石粒を相当量含み，gr8ywacke型砂岩をおもわせる。全体とし

て陶汰はあまり良好でない。岩片としては偏平化した泥質岩が多く，珪質岩，輝緑岩，圧砕

花嵩岩様岩石などもみられる。石英粒はかなり角ばり，ときに波動消光を示すが引き伸ばさ

れてはいない。絹雲母，緑泥石などの再結晶鉱物が片理にそって配列する。ときに方解石の

多い石灰質砂岩があるva

　緑色岩はB層群中のものと同様に消長が著しく，塊状のものと片状のものとがあり，また

角閃石を含むものと単斜輝石を含むものとがある。単斜輝石の斑晶が破砕され，曹長石，緑

泥石，緑簾石がやや方向性をもって配列するものがみられる。

　下位から順に次のような層序がえられるe

　　C1：　B層群上に整合的に重なる。おもに泥質岩からなり，砂岩とところによって少

量の珪質岩を伴なう。緑色岩は無視しうる程度にしか含まれない。厚さ約5◎◎～6◎0醜。

　尾坂北東の標準ルートにそっては基底部に細粒～粗粒（一部礫質）砂岩のひんぱんな挿入

がみられる。．しかし一般には砂岩は次にのべるC3におけるほど顕著でない。　　　　　f

　　C2：　代表的露出は暇高蓋・小畠両村境の梨峠から久木にいたる新道にみられる。こ

こでは緑色岩がきわめて優勢で，若干の泥質岩とごく薄い珪質岩をはさむにすぎず，全体の

厚さは約7◎◎mに達する。この緑色岩は西方にむかって薄くなり，小坂付近では泥質岩と珪

質岩の量が増してくる。また，東方にむかっては急に消滅し，柳峠付近にシル1・岩を伴なう

厚さ100m程度のものがふたたびあらわれてくるほかは，旧藤尾村・旧山野村地域内ではま

ったくみられない。

　　C3：　泥質岩が優勢であるが，それはしばしば細粒砂岩と薄膚互層をなし，また中粒

～粗粒（ときに礫質）砂岩の挿入も多い。厚さ約500～75◎m。

　尾坂一井関の標準ルート付近ではC2の緑色岩層が発達せず♪それにほぼ相当する部分は

珪質岩の薄層と厚さ1～3m程度の不純石灰岩レンズ数個をふくむ泥質岩。砂岩互層で代表

される。この石灰岩は暗灰色，結晶質，片状で，顕微鏡下では細粒の方解石の集合からなる

基質中に粗粒の方解石。石英（まれに長石）粒や小岩片が散在したり泥質のラミナがはさま

れたりしており，方解石はその双晶面が挑曲している。

　旧山野村琴原の本層の基底部に近い層準には厚さ約10mの粗粒砂岩・礫岩層がある。同村

矢川にみられる礫岩もほぼ同層準のものであろう。これらの礫岩は暗灰色，塊状で，径5～

6mmYl下の礫からなる陶汰の比較的良嬉な部分と径1～2cm程度の礫を含む陶汰不良の

部分とがあり，いずれも基質部は泥質で狭く，礫は密集している。礫種としては石灰岩が大

半を占め，そのほかに泥岩，チャート，玄武岩質岩石，安山岩質岩石，流紋岩質岩石，花醐

岩，片麻岩》結晶片岩などがある。火成岩源以外の礫，とくに石灰岩礫の円磨度は悪い。一

般には礫の球形度はかなり高く後成変形によって引き伸ばされ＃形跡はないが，部分的には

偏平な細礫がやや方向性をもって並んでいることがあり，また基質部にはshearを受けた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t
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あとがみられる。方解石細脈が縦横に走っている。

　　C4：　おもに緑色岩からなり，泥質岩と珪質岩を伴なう。厚さ約200～400m。

　C2とC4の緑色岩によく伴なって（ときには泥質岩中にも），淡緑色ないし灰白色，細

粒，やや片状の流紋岩ないしその凝灰岩の薄層と，圧砕花崩岩の小岩体がみられる。後者に

ついては項を改めてのべる。

　〔化石〕　既述のC3中の礫岩から紡錘虫を産する。産地は琴原の南，すなわち大正一高

尾間の道と押谷へはいる道との分岐点の南方10数mの人家の裏の切り割りと，矢川の南，す

なわち田原から楠田方面へいたるバス路線とノロ矢川へはいる道との分岐点の南方10数mの

路傍および川底である。紡錘虫は礫岩を構成する石灰岩礫中にもみられ，また海百合などの

破片とともに泥質基質部中にも散在的に含まれる。後者の場合にも一部が破損していたり周

縁部が磨滅していたりしてある程度の運搬を受けたことが暗示される。佐田公好氏の鑑定に

よると，琴原からは

Neoschwagerina　c　

f・εor砂α耽αt　SADA

Yabθinα　sゐirCtiwθn3is　O黛AWA

Y，　cf．コasubaeπsis　T。R・YAMA

Yab¢inα　cf．　shime∫sis　YAMAGIWA　et　ISH！I

r（？）　sp．

　　　　　　　N．

矢川からは

Ya6einα　shiraizvensis　OZAWA

箔　　cf．　gesbleri　KANMERA

％伽α〔Lepia・lina・？〕sp・

Sesmatfin｛z¢£，6nnαe　V◎LZ 垂

が知られた．（これらは基質中にみられるもので，石灰岩礫中にみられる比較的小型のものに

ついてはまだ検討されていない）。

　上記のうちではYabeinα　shiraiwensisがもっとも普通であり，この化石内容は秋吉石灰岩

層群最上部のIY．　shirαinden　sis化石群や，μρ6do伽αに明確に同定されるものは見つかってい

ないが，阿哲台の寺内層のL．　imcmturαi・IY．　sltircsiw（nmsis化石群（佐田，1960）によく類似す

る。これらがLepiaoZinα帯に対比されるかYabeina帯（狭義）に対比されるかの論議は別

として，含化石層が周囲の千枚岩質粘板岩層中に断層によってはさみこまれているとは考え

られないから，本地域の弱変成古生界の上部は上部二畳紀におよぶものであるということが

できる。’

4．　山　　野　　層　　群

　吉村（1961，PP．17～2◎，　fig．7，　PL　II）は旧山野村の北部，島串・竜頭滝付近にみられ

る弱変成古生界にたいして山野層群の名を与えた。山野層群は既述のC層群の北に小さく突

出したような形をとって分布し，後者が東西性の一般走向をとるのにたいして前者は北北西

性一般走向をとり，両者の問には東北東一西南西の断層1）がある。したがって岩層の追跡に

よって両者の直接の関連性をもとめることはできないe

　標準層序のとれる田原から竜頭滝にいたる漢谷ルートおよび島串南西のルートにそってわ

たくしも観察を行なったが，厚さ1000m十に達するといわれるこの山野層群はおもに粘板

岩ないし千枚岩と緑色岩からなり，片状砂岩，珪質岩，石灰岩レンズを伴なう。砂岩は見か

1）．この断層の東方延長は弱変成古生界と上部三畳系の間を画する。
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け上の下部に多く，石灰岩は見かけ上の中上部に多い。数層準にわたるこの石灰岩レンズか

ら下部～上部二畳紀を示す紡錘虫化石が産出するという（278頁参照）。泥質岩と砂岩の薄層

互層や粗粒～礫質砂岩（泥質岩片にとむ）を伴なうこと，石灰岩レンズを含むこと；流紋岩

質岩石の薄層をはさむこと（圧砕花尚岩もみられる）などをみると，山野層群はC層群に岩

相上きわめてよく類似している。

　5．変斑栃岩と圧砕花嵩岩

　府中市の北西部，本谷・小仁吾付近にはA層群とB層群相当層（B，）を貫ぬくかなり大

ぎい塩基性岩体がある。同楼の岩石の小岩体はほかにもB層稗の緑色岩に伴なっ七ところど

ころにみられる。角閃石と斜長石からおもになる中～粗粒の変斑栃岩が主体をなしている

が，岩相はかなり不均質で，輝緑岩質の部分もありまた花歯岩質の部分もある。多くは塊状

であるが，やや片状を呈しまた結品がいちじるしく破砕されているものもある。府中市の下

上山には蛇紋岩も露出する。

　圧砕花歯岩は上記の変斑栃岩に伴なってもみられるが，C層群（山野層群も含めて）のな

かに単独でよくあらわれる。地質図には比較的顕著なものだけが誇張してあらわしてある。

層状ないしレンズ状の形をとることが多く，両端で引きしぼられたような小レンズ形をなす

ものがある。幅は10数cmから10数m程度のもので，周囲の岩石にはほとんど変質を与えて

いない．肉眼的には淡緑色ないし灰白色を呈し片状構造はあまり認められないが，顕微鏡下

では石英は顕著な波動消光を示し斜長石の双晶面は挑曲されて著しく破砕作用をうけている

ことがわかる。絹雲母，緑泥石，緑簾石，斜鋤簾石を生じている。

IV．城江一矢川の石灰岩層

　C層群とその北側に広く分布する白璽紀流紋岩類との間には西北西一東南東方向にならぷ

非変成の石灰岩の列がある。新期岩層の被覆と断層のために現在の分布は断続的で小さい

が，諸種の化石を産出するので興味ふかい。以下一つ一つの岩体について東方のものから順

に説明する。化石は，城江のものは佐田公好氏がその他は沖村雄二氏がいずれもわたくしの

採集した材料にもとついて鑑定したものであり，詳しい記載はC3層産化石の記載とともに

近く両氏によって公表されるであろう。

　1）　旧山野村矢川荒神山（矢川小学校の北西約500m）の石灰岩：　これについては今

村・楠見（1951）の報告があり，下位に赤紫色～緑色のシャールスタインを伴なうという。

次の有孔虫化石が同定された。

　　　　Teebθritinαsp・（T・minimαgroup）　　　　　　　1「π40彦んγrαπoP5‘5　afL　crαssa（BRADY）

　　　　Pala・・t・xt・lariα　sp・　　　　　　　　　C・an’・life・ella　P・u・is・rptata　OK・MURA

　　　．　　PLθctogγra　sp・（P・brαdyi　group）　　　　　　　　C．　　　　　　　　sp．

　　　　P・　　　　　　sp・（P・omphαlota　group）　　　　　Pseadoθndothyrα（？）sp．

2）　旧来見村井関の真南31」　iSOOmの地点の石灰岩1）：　谷間にそって数10mの間に露出

1）　この東南東約400mの谷間に露出す乙右灰岩礫岩は“赤紫色凝灰岩”を倖ない関門層群に属する

　ものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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するにすぎない。石灰藻，蘇虫のほか次の有孔虫を産する。

Palαeotextulαria　＄PP．

α加acαmmina　SPP．

Plectegγta　aff．　tScゐα㈱‘

　　BAUSER　et　R冠1TUNGER

P． sp．（P．　OOMphalota　group）

Plectogyrαsp（P。　Sl）imosαgroup）

P・　　　　SPP．

EndρtゐPtr⑳tapsis　aff・　crassa（BRAnY）

CronUtiferεlla　sp．

Psendoendothyra　sp・

　3）井関の南東約800m，新重林道にそう石灰岩：　2）の北西約1kmの地点にあたり，

それよりもさらに露出は狭い。保存のよい石灰藻を含むことがあり，また小型単体さんごと

次の有孔虫を産する。

Palueeεextul｛痂sp． Plec£σ9γra・sp．

　4）　旧来見村黍原の北方約3◎◎m，県道小畠井関線のすぐ南の石灰岩：　3）の北西約L

1。8kmの地点にあり，石灰岩の露出の幅は20m弱で下位に細粒～粗粒砂岩と黒色泥岩を伴

なう。保存のよい蘇虫を多産するところがあり，有孔虫としては次のものが知られた。

PZ㏄加9γra　sp。（P・brOdγi　group）　　　　　　　　PLectogyrαSPP。

　　　　　P・　　　　sp．（P．　emphageta　group＞

　1）～4）の化石内容をみると，各産地間に類似性があり（2）は資料不十分），Vis6鍛型の

小型有孔虫化石を含んでMillereZZα帯以上の化石帯を特徴づける紡錘虫を伴なわないから，

その時代はすべてVis6anであろうという沖村氏の意見である。

　この4個所の石灰岩は岩柑の上でもきわめてよく類似し，全体として著しい特徴をもって
　　　　　　　　　　いる。肉眼的には塊状，灰白色を呈し，顕微鏡下の観察では，中粒～粗粒のcalcareniteを

主とし部分的にcalcilutiteを伴なう。　Calcareniteは陶汰が比較的良好で，その構成物と’

しては一般にoδ蹴eがもっとも多く，ついで海百合破片が相当量あり，そのほかに蘇虫（÷

石灰ge　？）様化石の破片，うに（？）の棘，石灰質堆積物の破片などを少量伴なう。061ite

よりも蘇虫様化石の角ばって不規則な形をした破片がはるかに卓越するものもときにみられ

る（この場合にも海百合破片はかなり多い）。0δ1iteは径◎・5～lmm程度のもの力斗もっとも

普通で，その核として有孔虫をもつことがある。海百合破片はふつう1mm前後，まれに

2mmをこえ，しばしば1～数層の061ite質上衣でおおわれてoδ1iteへの発達過程の種々

の段階を示す。その他の破片にもごく薄い皮膜でおおわれているものがある。Calcarenite

の基質部はあまり広くなくsparite質である。　Ca！cilutiteのなかにも海百合の微小破片が

散在している。以上のような性格は4石灰岩体に共通的で，水の動揺がよく行なわれた浅い
　　　　　　　　　　　　　ノ海底での堆積をものがたる。

　5）　1目小畠村小畠の東南東約500mの小丘の石灰岩：　4）の北西約1．7kmの地点にあ

たり，下位に薄いチャートと黒色泥岩を伴なう。次の有孔虫化石が同定された。

Tetアatαxis　sp．

αoうiva’v21ina§P．

P▼ecto3Yra　sp．

Pserd・st（tffella（？）sp・

Eoscゐ慧うeytε！lα　sp．
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　6）　小畠の東方約3◎◎mの小丘の石灰岩：5）と沖積層を間にして隣りあうもので，薄

いチin・一トを伴なう。同定された有孔虫は次のとおりで，このほか蘇虫をまれに産する。

りr1ロゐeritinαsp。（τ．　minimαgroup）

Clemgspirg　sp・

Climαcαmmina　sp．

TetrntexdS　sp．

　7a）　旧小畠村城江の石灰岩の東部

灰岩体があるが，

G励ivαlvutinα　sp，

Plectegyra　sp・（P．　bredγi　group）

P．　　　　sp・

P5ε認ρε縦多otkyra　sp舎（P．　SPtnmεtrica　group）

　　　　　　　　その東部と西部とでは岩相，化石内容ともに著しく異なる。’

るのは城江部落の東方約5◎◎mの谷にそってみられるもので，中部と上部に薄いチヤー1・を

伴なう。蘇虫と次の有孔虫をまれに産する。

Cloうivalvtttina　sp．

．PLectegγra　sp・

Staffella　sp・

城江には6）までのものに比べるとやや大嚢い石

　　　　　　　　　　　　　　　　ここに記述す

∠1乃‘ツ05んie〃α（？），sp・

Prげitsulinell¢sp．

　5）～7a）の石灰岩はPennsylvanian型の小型有孔虫を含みまたProfusuZinellαその他の

原始的紡錘虫を伴なうことがあるので，Prefmsntinella帯とおそらく下部は1膨伽εZZα帯に

相当するものであろう。

hこれらの石灰岩も肉眼的には塊状，灰白色であるが，詳しくみるとその岩相は1）～4）の

ものとまっkく異なる。すなわち，細粒～粗粒calcareniteとcalcilutiteがあるが，前者

についてみるとoδ1iteをほとんどまったく含まず，基質はより細粒でsparite質のところ

もいくらかあるが概してmicrite質である。1）～4）のcalcareniteの場合よりも水の動揺

の少なかったところでの堆積物であろう、6）のcalcareftiteは0．2～◎．3mm以下（まれに

0．　5mm±）の楕円形ないしやや角ばって不規則な形をしたcalcareous　mnd様破片1）を多

数含み，海百合破片はきわめて少ない。5）の¢a1careniteは◎。5～lmM以下の海百合破片

をかなり多数含み，基質部は比較的広く，微粒でやや泥質の部分とより少し粗粒の部分とが

撹梓されていりまじっているような感じをもつ。7a）のcalcareniteは5）によく似るが，

海百合破片の量がより多くその大きさもより大きい（2mm±まで）。以上のいずれにも蘇虫

様化石破片が少量ある。

　Calcilutiteの申にも海百合の微小破片が散在している（6）にはきわめて少ない）。また

径0．4mm以下のspheruliteが若干みられる。　　　　　　　　　　　’

　7b）　城江の石灰岩の西部：　城江部落のある谷に露出するものはいわゆる石灰岩礫岩

で，陶汰は不良，長径5～6cmくらいまでの白色～暗灰色石灰岩の亜角礫だけからなり，

基質も石灰質でそのなかに多数の紡錘虫のほか海百合破片と少量の蘇虫様化石破片を含む。

佐田がNeoschwαgerima　mαrgαritue化石群（N・　douviLleiを伴なう）を報告したのはこの石

灰岩礫岩からである。

　石灰岩の走向傾斜は測れないが，ATeoschwugerinα帯上部に対比されるこの部分と既述の

1＞FoLKのintrac1astに相当するものゑ（FoLK，　R．　L〔1959〕：Practical　petrographic　classlfication

　of　limestones．　B．zll．　A〃zer．　Assoc．　Petrol・Ceol．，　voL　43，　no．6，　Pp・1－38）。
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、

Profusulinellαを産出する部分とは位置的に接近しすぎているから，両者の間に今村（1959）

の先槙不整合（阿哲台における槙層ur　Neoschwagerinα　douvillei亜帯の基底にみられる不整

合）に相当する不整合が存在する可能性がある。この点についてはなお精査を必要とする。

V．地　　質　　構　　造

　1．弱変成古生界の地質構造

　弱変成古生界は一大背斜を形成して，おもにその北翼が西北西一東南東（西部）ないし東

西（東部）に近い一一般走向をとって本地域にあらわれているものと解される。すなわち，A

層群はゆるやかな波曲をなし，その北側に広く分布するB・C層群はおおむね北北東へ傾斜

するのにたいして，南側のB’はB層群と類似の岩相を示し南傾斜をとるから，A層群露出

部が背斜軸部にあたると考えられる。ただAおよびBノめ分布は広くなく，その走向傾斜は

一般には測りにくく，また両者の間には変斑栃岩類が貫入しているから，この間の状態につ

いてはやや明確さを欠くうらみがある。

　小規模な摺曲はしばしばみられ走向恒斜の変異は大きいが・40～60°の傾斜をとることが

もoとも多い。旧山野村方面では，北北東性の後成断層によって東側のブロックが相対的に

北へ変位し，その結果個々に測られる地届の走向は西北西でありながら全体としての延びは

東西方向を示してくる。このように個夕の走向が大局的な岩層の延びの方向より北に偏する

傾向がよくあるので，さらに精査を行なえばより小規摸な北北東性断層はほかでも見出され

るかもしれない。

2．　弱変成古生界と城江一矢川の石灰岩層との関係

　城江一矢川の石灰岩層は一見したところC層群の一般走向にほぼ平行にのびその上位に累

重しているようにみえるが，両者の間には著しい構造線がある。すでに今村・楠見（1951）

は矢川の石灰岩が低角度衝上面をもって千枚岩質粘板岩層上にのるクリッペであることを明

らかにした。井関より城江にいたる石灰岩も，それとC層群の地質時代から考えて，衝上性

断層（矢川におけるような低角度のものではない）をもって境されているとみなさざるをえ

ない。事実，これらの石灰岩との接触部に近いC層群中には，数多いすべり面（北西性で北

東へ中～高角度で傾くものが多い）や破砕部を伴なうかなり著しい擾乱帯がある。そのもっ

ともよい露頭は井関の南東，新重林道にそう石灰岩の南側にみられる。また｝地質図にも示

されるように異なる時代の石灰岩がC層群のやや異なる層準と相接するところがあって，詳

しくみれば両者はいくらか斜交していることがわかる。

　C層群が上部二畳紀に達するものであるのにたいして石灰岩層は城江の一部をのぞけばす

べて石炭系であるから，この衝上性断層による変位は相当に大きいと見なければならない。

白要紀流紋岩類は石灰岩層およびC層群を不整合におおうが，一方，この衝上線の近くでそ

れと同方向の北西性高角度断層をもって石灰岩と接しているところがある。この露頭は黍原

でみられ，断層粘土の幅は約10cm，両側の岩体はほとんどこわされていないが，断層に接

して流紋岩類基底部（石灰岩礫を含む火山礫凝灰岩から掌り黒色頁岩をはさむ）は垂直に近
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い傾斜をとっている。規模としてははるかに小さいが，衝上線にそって断層の再活動があっ

たことを示すものであろう。

　調査地域の北方には非変成非石灰相（“山口相”）の古生界が，さらにそのすぐ北には帝釈

台の石灰岩層群が広く発達している。流紋岩類の被覆が前者と城江一矢川の石灰岩層との問

のつながりを隠してはいるが，こあような分布からみると，ここに述べた衝上線は非変成古

生界の前縁の構造線を代表すると考えてよさそうである。その意味では，山口県において中

央非変成帯と山陽支脈の三郡帯の聞を画しているオケ峠衝上線および北山衝上線（小島

〔KOJIMA〕，1953）と同じ性格のものといえよう。

VL　対 比

　地質概説の項での縛たように本地域の弱変成古生界は地質構造上三郡帯山陽支脈に属する

ものと一応考えることができるし，変成度には差があるが原岩地質系統としては三郡変成岩

類とされたものによく似るので，まず他地域におけるこの変成岩系の層序との比較をこころ

み，ついで若干の非変成古生界との対比に言及する。

　1．岡山県の三郡変成岩系

　光野（1959）は岡山県下の三郡変成岩系の層序をまとめてこれを下部層群と上部層群にわ

けた。下部層群はおもに泥質岩起原の黒色片岩からなり，若干の石英片岩，緑色片岩，砂岩

片岩をはさんで厚さ約1500m；上部層群はおもに緑色片岩（ないし准片岩）からなり，黒色

片岩，砂岩片岩，片状石灰岩レンズおよび比較的上部に片状酸性岩を伴なって厚さ約2000～

25◎◎mといわれる。原岩の岩相に関していえば，広島県側のA層群は下部層群の一部に，

B！C層群に上部層群によく類似するようであるe

　岡山県の西部，小田郡美星町付近（成羽三畳系発達地域の南）には，光野の上部層群とみ

なしうる累層と含化石石灰岩レンズをはさむ非変成の黒萩層（寺岡，1958，59）とが相伴な

って発達しているので，わたくしはこの地域について標準層序のとれそうなルートを選んで

観察を行なった。観察にあたっては，岡山大学の光野千春博士と同博士のもとで卒業論文と

しての調査を実施された余田和祥氏の好意によって予備的知識をえることができた。両氏の

研究結果はいずれ公表されるであろうから，ここでは広島県側の層序と関連させながら観察

事項を簡単にのべておく。

　この地域の弱変成古生界の下半部にはB層群に相当する緑色岩優勢部（20◎Om以上）があ

り，上半部にはC層群に相当する千枚岩～干枚岩質粘板岩優勢部く約2S◎Om→’がある。　B

層群相当層の主部は緑色岩と粘板岩～千枚岩質粘板岩（＋細粒砂岩）の互層で前者の卓越す

る部分と後者の卓越する部分とが交互するが，最上部には約500mにおよぶ緑色岩の厚層が

あってこれはB5にあたるものであろう。　C層群相当層は次の3部分に分けられる。下部約

700～1000mでは泥質岩が優勢で比較的多量の片状砂岩を伴なう。泥質岩と砂岩の薄層互層

がよく発達し，基底部付近には粗粒～礫質砂岩がみられることもある。中部約600～1000m

では緑色岩がきわめて優勢で，若干の泥質岩を伴なうほか流紋岩質岩石の薄層をはさむ。ま

たここには圧砕花崩岩がかなりひんぱんにみられる。上部約250～350mではふたたび泥質
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岩が優勢になり，砂岩・珪質岩・緑色岩の薄層と片状石灰岩レンズを伴なう。これらは下部

から順にC1，　C2，　C3に相当するものであろう、

　このように美星町地域の層序と広島県側のそれとはかなり細部の点にいたるまでよく調和

する。両地域を岩層の追跡によって結びつける仕事はまだすんでいないが，弱変成古生界が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

北北東性後成断層によって少しずつ変位しながらも広島県東部から岡山県西部へ連続するこ

とはよくわかっているので，上記の対比に大きな誤りはないであろう。

　ここで問題になるのはC3相当層（寺岡の准片岩層）とその見かけ上上位にあり1協漉re伽

帯に対比される黒萩層との関係である。従来これは漸移整合的と考えられ，ためにこの地方

の三郡変成岩系原岩の時代をpre・Pennsylvanianと限定する重要な資料の一つにされた。

しかし広島県におけるC3の時代が山野の礫岩中の化石によって示され（284頁参照，吉村の

山野層群の化石からも暗示される），それとの対比が上述のように可能であるとすれば，こ

のC3相当層も上部二畳系とみなさざるをえない。黒萩層とC3相当層とは原岩の岩相に関

してはよく嬢似し構造も平行的にみえるが，変形様式に関しては急変的な差がみとめられ

る。わたくしは，両者の間に城江一矢川の石灰岩層とC層群の問にみられると同様②関係が

あるのではないかと予想している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

if

2．北九州の三郡変成岩系

　北九州（筑紫山地）の変成岩系の層序については松本（1958）の総括的研究がある。それ

によれば，最下部を占めるA層群は泥質岩起原の黒色片岩を主とし，若干の珪質片岩と緑色

片岩を伴なって厚さ2000m　±；この上位に重なるB層群は砂質准片岩と緑色片岩を主とし，

黒色片岩と珪質片岩を伴なって厚さ約3000m；さらに上位にくるC層群は黒色片岩を主と

し，緑色片岩，珪質片岩と上位にかなり著しい石灰岩をはさんで厚さ1000m　±といわれる。

原岩地質系統としての岩相と層厚を大局的に把握してみるとシA・B・C層群はそれぞれ広

島県側の同記号の層群によく似ているようにおもわれる1）、しかし筑紫山地のC層群は，秋

吉石灰岩層群に対比されうる船尾山，平尾台の厚い石灰岩層（D層群）の下位に見かけ上整．

合的に重なり，したがってpre－PenRsylvanianである可能性が強いとされている。そうだ

とすれば広島県側のC層群の時代とかなりかけはなれるから，上記の対応関係は単なる岩相

上の類似にすぎず，時代的な対応関係を示すものではないことになる。

　一方，筑紫山地北部の三郡山塊に露出する変成岩類は一括してE層群と呼ばれ，二畳系を

ふくむ非変成～微弱変成上部古生界に移化するところがあるという　（したがって筑紫山地

南部に分布するA・B・C層群の主部よりも上位のものと一応考えられた）。最近，浦田

（1961）はこの三郡山塊の変成岩系を三つの部分，すなわち，泥質岩起原の結晶片岩が優勢

で緑色片岩を伴なう下部層（2300m千），緑色片岩がきわめて優勢で若干の泥質岩原片岩と

最上部に石英片岩，石灰岩をはさむ中部層（3200m＋），千枚岩を主とし緑色片岩，石英片

岩，石灰岩を伴なう上部層（1400m＋）に分けた。この層序区分も広島県における層序区分

とそれぞれがよく合う対応性を示しているようにみえる。それゆえ，広島県東部の弱変成古

生界は筑紫山地南部のA”・B・C層群よりもむしろ北部のE層群に全体としてほぼ対比され

1）砂質准片岩が広島県側ではC層群に多いのにたいして筑紫山地ではB層群に顕著な点にやや著し
　いちがいがある。
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るものではあるまいか。

　ともあれ中部中国と旭九州の対比についてはまだ検討すべき問題があって簡単には結論づ

けられない段階にあるといえよう。

3．山口県の三郡変成岩系

　山口県の徳山・河山地域に露出する変成岩系の層序は岡村（1952），小島（KoJIMA，1953）

によってよく調べられている。それによればこの地域の古生界も三つの部分に分けられる。

下部層（2000～3000m）．は砂岩片岩を主とし，黒色片岩とまれに緑色片岩，石英片岩を伴な

う。黒色片岩は下部に多く，砂岩片岩は上部に多いらしい。中部層（2000～3000m＋）は緑

色片岩を主として黒色片岩を伴ない，砂岩片岩，石英片岩，石灰岩もみられる。緑色片岩は

とくに下部に多いらしい。中・下部層（都濃層群）’が変成相であるのにたいして，上部層

（2000叫＋）は非変成～弱変成相であって，中部層上に整合に重なるところもあるが一般に

は衝上断層（北山衝上）をもってそれと境され，岩相は砂岩と粘板岩を主としてシャールス

タイン，チャート，石灰岩をはさむといわれる。

　上記の層序が筑紫山地南部の変成岩系のそれと調和的であることはすでに松本によって指

摘されたが，広島県東部における弱変成古生界の層序ともおおまかな点ではよく合う対応関

係を示す。すなわち下部層（ないしその下半部）はA層群に，中部層（ないし中部層＋下部

層上部）はB層群に，上部層は砂岩が顕著なことにおいてとくによくC層群に原岩地質系統

としては類似するようであう1）。しかし，小島は上部層を秋吉台南域の太田層群に岩相上対

比してpennsylvanian～Permianとし中・下部層をpre－Pennsylvanianと考えており，

またこれらが筑紫山地のA・B・C層群にほぼ対比されるものであるとすれば，上記の対応

関係は時代的意味をもつものではないことになる。

　4．吉備高原の非変成古生界
　　　へ
　吉備高原の厚い石灰岩層群の上位には，場所場所によって西宇山層群（前谷層＋野旅山層

＋保元層〔横山，1959，60〕），宇治層（吉村，1961），寺内層（今村，1959；佐田，1960）

などと呼ばれている厚さ数100mをこえる累層がある。黒色頁岩ないし粘板岩を主として砂

岩と石灰岩礫岩を伴ない，ときに粗粒砂岩が顕著に発達したりチャート，シャールスタイン

をはさんだりするところがあり，調査地域のC層群の原岩相に似かよっている。化石として

はMabeinα　shiraiwensisを主とする紡錘虫群を含み，　IYdbeinα帯（狭義）および塑画60伽α

帯に対比されるものと考えられている（上限の時代については反対意見もある）。したがっ

て，これらの累層とC層群は少なくとも部分的には同時代のものということができる。

　石灰岩層群の南に分布する非変成非石灰相の古生界については資料不十分で対比を論ずる

段階にない。三原層（吉村，1961）．は砂岩と頁岩のひんぱんな互層で特徴づけられる厚い累

層で，その西方延長では礫岩，シャールスタィン，含化石石灰岩レンズをはさみ中上部二畳

系の可能性が多い2）が，岩相もC層群の原岩相に相通じる1ところがある。

1）ここでも下部層上部に砂岩片岩が多い点で広島県側とくらべてやや著しい差がある。

2）このことについてはいずれ詳しく報告する予定である。

測
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5．舞　　鶴　　層　　群

　　舞鶴層群は京都府下から西へのびて岡山県に達し，類似のものは広島市の北方にもみられ

　るので，これとの比較を試みる、模式地，舞鶴地域における舞鶴層群の層序は次のとおりで

　ある（清水・申沢・志破先野上，1962；清水〔SHIMIzu〕，1962）。上部層は砂岩と黒色頁岩

　からなり礫岩をはさんで厚さ8◎Om以上，砂岩は岩石片にとんで頁岩とともにしばしば

　graded　beddingを示し，礫岩は各種火成岩・堆積岩礫一石灰岩礫も一を含む；中部層は黒

　色頁岩ないし粘板岩を主とし，ときに石灰岩レンズ，砂岩，細礫岩をはさんで厚さ550m；

　下部層は緑色シャールスタインと黒色粘板岩（一部千枚岩）からなって厚さ7◎◎m十。この
／

　層序は，一部地域の最上部に公庄層とよばれる礫岩・砂岩・頁岩互層があることをのぞけ

　ば，舞鶴帯の全域にわたってほぼ適用されるらしい。LeρidoZinα　tOriorαmaiで代表される紡

　錘虫化石群はおもにこの上部層に産するという。

　　山野のC3下部の化石群がこのLepiaoZines　torlyamesi化石群と同時代のものかそれとも一

　段下の時代のものかについては，寺内層とその相当層上位の化石群の場合と同様に問題があ

　ろう。しかし，いずれにしても山野の化石層の上下には数100mないし1000mに近い厚さの

　C層群がまだあるから，上記の中・上部層が金体としてほぼC層群に対比されるとみてさし
　つかえあるまい。前者に緑色岩～シle・一ルスタインの発達がなく礫岩がより顕著で全体とし

　ての厚さがやや薄いことを別とすれば，原岩地質系統としての全般的岩椙と層厚の上でも，

　礫岩，砂岩，泥質岩個々の性質の上でも，また下位に緑色岩優勢部（下部層1）とB層群上部）

　が累重する層序関係の上でも，中・上部層とC層群はよく類似するようにおもわれる。

　　岡山県の申東部には巨勢層群（中沢・志岐・清水，1954；清水〔SKIMIzu〕，1962）と呼ば
／

　れた舞鶴層群相当層がある、これも黒色頁岩ないし砂質頁岩を主として砂岩や礫岩を伴なう

　もので（ところによっては下部にシャールスタイン層が露出する），礫岩中にLepi♂olinα，

　Yabeinαが報告されているe柵原鉱山付近の有名な百々礫岩（小西〔KONISHI〕，1952）を含む

　巨勢層群は，数撮～数10mの厚さの流紋岩・同質火山砕屑岩層を数層はさむという（光野，

　1959；大島・光野，1962）から，この点C層群と同様の性格をもつ。

　　以上のことがらと変斑栃岩類，圧砕花醐岩類め現出をあわせ考えると，広島県のこの調査

　地域は一方ではいわゆる舞鶴帯に密接な関係をもっているということができよう。

VIL　あ　　　と　　が　　　き

　この論文は，三郡帯山陽支脈の延長上に位置すると考えられる広島県府申市北東地域の弱

変成古生界の層序の記載と，関連地域の三郡変成岩系および非変成古生界の層序との比較考

察を中心としたものである。これまでに述べたことを要約すると次のようになる。

　1）　この古生界は一大背斜のおもに北翼があらわれているもののようで，南半部（下部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
はおもに非変成相からなり北半部1（上部）はおもに弱変成相からなるが，両者は漸移的関係

にある。

　2）　岩相層序的には下部から順にA層群（泥質岩優勢），B層群（緑色岩優勢十泥質岩そ

1）この下部層は層序関係および丹波層群との比較から蕊鷹ゐ鵬g厩π¢帯に対比されている．
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の他），C層群（泥質岩優勢十砂質岩，緑色岩その他）に分けられる、上限の時代はYi　beinα

shiraiwensis化石群の産出によって上部二畳紀におよぷことがわかるが，下限の時代につい

てはこれを知る直接的・間接的資料がない。

　3）　弱変成古生界とその北側に露出する城江一矢川の石灰岩層との問には著しい衝上線が

ある。後者の主体は最上部ミシシッピー系および下部ぺ艶シヲレヴァXア系であり，一部に中

部三畳系がある。

　4）　弱変成古生界の層序は各地の三郡変成岩系の層序とよく合う対応性を示すが，この対

応関係が時代的意味をもつかどうかは問題である。しかし，従来三郡変成岩類とされたもの

の一部には本地域の弱変成古生界に対比されるものがある。三方，舞鶴層群とこの弱変成古

生界上半部とはほぼ対比が可能であり，原岩地質系統としての岩相にもかなりの類似性が

ある。

　第4項に述べたことがらはきわめて重要な問題を含むものとおもわれる。

　この論文は主として層序学的知識につい℃述べたもので，岩石学的検討は深くは行なわれ

ていない。今後，この方面の研究のための，またより広域にわたる問題の考察のための一つ

の基礎ともなれば幸いである。
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第37図版広島県東部の弱変成古生界の柱状図．

〔凡例〕　1：砂岩，2：砂岩と泥質岩の薄層互層，3：泥質岩，4：緑色岩，5：小礫礫岩，6：珪質

岩，7：不純石灰岩レンズ，8：酸性岩（片状流紋岩ないし同質凝灰岩と圧砕花醐岩を含む），9：断層，

10：化石産地．

1：空木一宮分一高倉，II：久木一梨宗一宗兼一荒鍔，皿：井関一板橋，　IV：井関一舞見一父尼一臼原，

V：井関一萩原一神子原一服部本郷，VI：坂瀬川一姫谷一高山一道城一百谷，　W：上原谷一矢川一楠田，

皿：大正一琴原一広間一大谷一一一L’曲．1－一一wnの断面の位置は地質図に同一番号をもって示してある．
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　　　　　　　　　　　第38図版　広島県府申一山野地域の地質図および地質断面図．

（1　96　1　－62・長谷調査；一部は楠見〔1948・手記〕，友成〔1952，手記〕，小島・吉野〔手記〕，吉村〔1961〕による）

〔凡例〕　左列：弱変成古生界；A：A層群，B1，　B　2，　B　3，　B　4，　B　5，　Bノ：B層群（おのおのはその中

の層序区分を示す），C1，　C　2，　C　3，　C　4：C層群（おのおのはその中の層序区分を示す），　Y：山野層群，

（ls）：石灰岩レンズ．右列；Lc，　Lp：城江一矢川の石灰岩層（Lcは石炭系，　Lpは二畳系），　MG：変斑

礪岩～変輝緑岩（古生代末？），MGr：圧砕花闘岩（古生代末？），　Sp：蛇紋岩（古生代末？），　Nr：成羽

層群（上部三畳紀）・Kw：関門層群（白聖紀），　Ry：流紋岩類（白聖紀），　QP：石英斑岩（白至紀？），　Gr

3花萄岩（白聖紀末），Tn：新第三系，　Qu：第四系．


